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研究成果の概要（和文）： 

本研究の所期の目的は生と死を自己決定する際に様々な問題を解決しなければならないがその時期が

すでに来ているという認識から始まり一応の結論を導き出そうとしている。内外の文献研究およびインタ

ビュー調査などを行いながら、研究途上で、様々な新たな課題を発見しえた。それは我々がこの研究に着

手できたからに他ならない重要な課題であった。 

緩和ケアユニットは人々の自己実現の結実の場となるべきであり、最終的な決断の場でもある。そこ

が、人が最後の瞬間まで生きることを重視する場であるならば、その場は最も安全でなければならない。

緩和ケアユニットは、人にとって快適であるかそうでないかという議論の前に、安全性が問われなければ

ならない。我々は、本研究の最終年は、緩和ケアユニットの安全性を新たな課題として取り上げた。職員

や家族は日常の世話を重視するための安全面に気を使うところまでは目が向けられていない事実をとら

えることができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 The purpose of this study is how to manage the life and death by ourselves. We reviewed many f 

specialized books and conducted interview research in developing our study, have found new 

knowledge and a variety of new challenges. On the way of researching we met the encounter with the 

new idea, knowledge and social issues we embarked on this study as a good opportunity.   

This study is devoted to fundamental issues of life and death for humans. Palliative care unit should 

be a place for people's self-realization fruition. There are lots of role with social worker supports the 

patient’s live at palliative care unit however, it cannot be said that the social worker has enough 

skills to work with a palliative care unit. We considered that social worker must have professional 

skills as the spiritual care support and also life management support to patients.  

On the other hand, social workers focused on the person’s last stage of the live there, they must 

analyze the facilities as the safest place. Palliative care unit must be questioned, prior to the safe 

place whether comfortable for humans. We tried to research that safety issue at palliative care unit 

on final year of this study. From our research result, staff and patient’s family could not grasp the 

fact that important to worry about the safety of the facility in order to focus on daily care. 
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１． 研究開始当初の背景 

生と死に関する論議が一般化する中で、死
をどのようにとらえ、どのように生きどのよ
うに死んでいくか、その選択考えることの必
要性が生じてきているのが現代社会である
ととらえられるというところが本研究開始
の背景である。 
 
２．研究の目的 

本研究では、緩和ケアにおけるソーシャル
ワークに関する国内外の先行研究レヴュー
を行い、緩和ケアソーシャルワークの今日的
課題を整理した上で、緩和ケア施設における
ソーシャルワーカーの支援機能に関する質
的研究である。これまでの研究蓄積により、
「生きる」こと、生活を重視した緩和ケアに
おいて死後の準備としての生前契約の可能
性および生きる施設としての安全性につい
て探ることを本研究の課題とした。 
 
３．研究の方法 
 死の選択場所としての医療施設でのソー
シャルワーカーによるマネジメントが必要
だと考えられるが、果たしてそうあるために
はソーシャルワーカーはどのような技術と
方法論を備えておくべきかを捉えるために
多くの内外の文献研究を実施した。また、緩
和ケアでの生きることの選択は、死の選択で
もあるために死後の葬送の生前契約につい
て積極的に受け入れるための考察を行った。
また、施設そのものの安全性についても調査
データを参考にその分析を行った。 
 
４．研究成果 
 概ね本研究の所期の目的は達成の方向に
あるが、しかし研究途上で様々な新たな課題
を発見しえたのはさらに本研究に着手した
からに他ならない。それは、特に人間にとっ
ての根源的な課題である生と死をテーマに
した本研究では、緩和ケアが自己実現の結実
の場となるような生を重視する場であれば

その場が快適か否かということの前提とな
る安全性が問われることが本研究による大
きな課題として現出したことであった。本研
究の最終年度は、施設そのものの安全性へも
視点を広げることにより研究の充実を図っ
た。 
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